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1 この報告書は，大館市史編さん委員会が実施し

た，市内片山所在の一遺跡に関する報告である。

2 この調査の法による発掘責任者は市長石川芳男

であり，発掘担当者は，前市史編さん委員奥山

潤である。

3 この報告書の遺構全体の写真，遺物写真は写真

家越前貞ー氏により，一部が参加調査員の小山

純夫による。

4 遺物のうち口絵陶器及その破片は写真で示したc

撮影は国士館大学大門直樹氏による。

5 この報告書のうち，掘立柱の建物，陶器，鉄器

等については，担当者の指示により，秋田考古学

協会に所属する板橋範芳がこれに当り奥山が補筆

した。
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6 この報告書の構成は奥山が担当したc
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1 遺踪の発見と予察

この雑告の遺訪(1, 大館市片山のニッ山の菓側の台地にあり，舘コ （タテコ）と呼ばれている。

われわれにと って， この迫対は未知のものであった。たまたま市史編さんの岨査方針によって， 市

中に分布する石這記念物を実査中の前市史資料調査員小山純夫が，先史遺跡分布詞査をかねて，こ

のあたり片山野と呼ばれる一器を坦査中．単純な形態ながら，空濠と土塁を偽えた「タテ」と考え

られる追構を発見し，奥山に報告した。 (PL I (I) , (2)上）

古代中世史部門も担当する第一部会は，かねてから 「タテ」の究明を企画していたが， 1967年

6月258(日）．その一部に予偏発臣を実施した。

発掘の指揮は奥山．屈査員は前市史沢科閲査員な橋昭悦．市史専門委目田中作造，市史編さん係

板ほ範芳で，発掘目は困立大館佳店校社会部考古学班目II名，仝大館工業私校社会部員 9名である。

碑は空濠よりに，ほゞこれと並行の，幅 I.Sm, 延長20.SmのAトレンチと．その西踏近くか

ら，これに直角に北にのびるA団3.3m, 長さ約IOmのBトレンチを設定して行われた。

概要は次頁の FigIや PLI (2) , 〔3)に示す通りである。

Aトレンチ束迭部に．長軸 2.3m,幅 I.Sm,長給方向東西で，西半部が 1.6mの深さ をもち，

中央部に大きい 2個の扁平な河原石を横に蚊ぺたピットが発見され，西結部に，小型方形の浅い竪

穴の＿部と，これに切込んだ浅い長方形らしい竪穴．その傍らに円形のピット らしい遺1角が出現し，

土器片が数片発見された。Aトレンチの中間には数木の往穴が発見された。

Bトレンチの南造近く，数本の角柱の掘立柱趾 2個所の馬蹄形の野外炉址と考えられる焼土部

分のほかに， トレソチ北端に，小型方形の，深い 8本の往穴を残し，北束の一辺から外に張り出し

た入口を備えた竪穴が出現した。翌穴は最初剥土した時に出土した大昼の炭化した豆の下から出

現した。足根かと思われたが，屈根とすれ（ふ炭化した1主などが残っていないのが不可解である。

Aトレンチピットの土器は， Fig Iに示した拓影の土器などで， 一種の有段．または初期的な招

匹t土器で-土師器ではないらしい。

土師の小片も，石刃または金践製の刃物の痕と思われる条痕があり， この地方の土師器と垣きを

異にする。また北に入口を殺けた小竪穴(1,北屈の点起するこの屈土の｀全天候用の竪穴としては

条件が悪い。竪穴のせまさは，中に焚火をするには不過当である。この緊穴の性格，わずか 2, 3 

片の出土土器は， しかし浅い空濠を伴ない，三方か怠斜面をなし、すぐ北の低地に長木川が流れ．

西方近距廷で米代川本流に入る位置にあるタテ状遺構と結びついて，充分な発掘臼値を持つものと

判断された。タテについては，現在まで全くその椴能が不明である。 構造のみによって1tt匝する こ

とはできない。また北海辺のチャシと関連があろう。これらの問題を紹明する浅科が得られること

を期待して，本格的発掘に委ねたい。

※ 石111n三男「北沼道における末期古i日と問題点J 古代学研究 64 1972• S 
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空濯と考えられた低凹滞。

束から

PL I (I) 
" 

発見情報として示された舘状遺踏

三

西北ニッ山から。

手前右廷物の左にのひ・る

台地が「舘コ」

中段と見られる構造。

下方枯れたカヤの上絃力1

中段。
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- 4-

北方の蟷部.i11格よ り左

斜めにのぼる細道が見ら

れる。

.._ 

第 1次発担のAトレンチ．東端のピット 仝トレンチ西端部分。竪穴の一部．

PL I 〔り 舘状遺1員の部分と試掘 トレンチ
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U 遺跡の立地と環境

漬別：立-,'(西の限前が二つ山である．南町がP.lllなむ1ftが広が,,,北の一帯U虹い水mとIllと
その対,.,に山41,があ{>.

江コと粁ばI¥る.:.の追点IJ,*II市街の中心”ら.lllil 7号ほと否へ約 1.si.:...駐ほと渡った片

山の罵沼f1' ら．台）がの北Uにそう IBilt北東に約 I.~1ua で ． 二つ山の東JIか ら 9バ•Ir 400mを距て

ん位置であ~. (Fig2] 

ill,. のある台Jf}IJ,*1111illill'のる台連の上位ifijとロー面で．その上預饂U古鳩＂の低闊を 1塁め

（ぶ下した，古十』0田火山のU霧這9員内である火い直とその二次ll!Alllで.t¥ll:I的し平坦面を9員仄
する．この干坦t.lfi丘u,遺籍の北鑽をi!!i汲する長木川に.lt1●€同じ（西這する米l\!111の躙面漫

給をうけて問ら 1しその後．この囚刃岸の低遠に向って泣I\た lヽヽさい谷の允生とと bに凹凸€生じ，

roll,\に河の蛇＂によって浸蝕される111分も加りって，~ 舌状の突出鯰tJlj成してい

る．火砕汲の二次Ill員1lJの上に1J累土層が重 IJ-6が円による111•1111.1J1. 当らない．

＊館市街，，ら遭~.,.るこのflliU,二つ山の面爛でUlt:代JIIに．下内lilt含せて水●を増しt~A
*lilt, 合這することによって二つ山否“聞で斬ち“らh,tli. に面に変貌する．

PL 2 は． 凛りの西ftilり 800mに~~さ I\,~. 鸞立*11tl高RのQ~I夏鮎場il)~の口のIi1/下If

法面てある．重土層下に水平なUUt して1111員 している追層が火い這の二次這IA~で，この追方で

しシラスと”ばh,その下層位に．上面を漫触されたあま 1/胃くない侵白の追層が十』0田火砕汲の

ぅbの一層である．以下Uや、平坦む面を示す”層で，この7.;AにUl.llOれていないが，層下に．

Ill木を包含する布罐賃で閑水性の信い． 鳳色砧土層がある．この層序u北U躍でし口じと揖定され

る• IS層U遠下水t渇＊し，ぁ:fIJJ¥9''でUない.iltlの釘面下に1J清nがある• (Figヽ -J

シうス台遠IJ,風化浸鯰を受けた場合．そのり丘塵U~tl面tJlj成して安定する．その1411と．

問,.9に用水による下糾性が慎・いこと”ら生ずる小苔によって．ぃhlf!l'lのUtl111¥と， Slfl下のS

遠壽や．近くを温れる河川などの遺,JtI:, 加えて．こNNN状のJ!!::tti:s,,;,するに轟t!.15合のいい

そ件となる．

誼コといt>nるこの追点u,火•~;aに岨t-11め ら I\ , 突出する二つ山が河下よりの北西風€防ぐ

とともにfll..1:.11'ら U匹方€遠望し. JIit利用してIJ,近~asで沐代Illに入る＊軍にめぐま tしている．
釦と面のわずかな鯰湿腿や長木JIIITの沖U面い9用しての口作．古く U長不、下内ililllを洞るサケ

マスなど漆＊瓜そのfl!貪a漏預にb遍した信tTの1皇であった．

台Jlのほ畢U,鯰コがS7m,l'fi●の遁nで60mぐらいで．●下の水田低埠じ50m-'8m,その比

高浸U約IOmである．二つ山々JIIIJ126mであるか台埠よりのlt.111'謁mである• (F,g3J 
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Fig 3 遺籍附近臼訊口

この地Glu.ltll四 ±JeJJ,違の承Uをnて．匹滋行の立砂の 1111土昼ぶ;J(!lNしたbのである．

>111●ヽ｝ 如 8 凱寧“



本書に渇Uした連図IJ,lt設む口土加let良の承認をi!'Iて. Ill!~ 父行の5万分の 1の連形口を1夏閃し9北ので

いる．示即”~ 匹叩6玲 Fig 2 遺跡位溢図 X印

: . ● 

. 
PL2 シラス台地の研面



III 発 掘

舘コがいかなる種類の遺路であるかは、目下のとこる言明すべき段陪ではない。たゞ全体構追が，

叩 甚当時．おそらく 「サシ」 ーたとえば廂角市小技指のようにー と呼ばれた植類のもので、い

わば砦または堡塁であると表現できよう。本章ではそのIJI造的外形，その発掘によ って発見された

竪穴群と掘立角往娃物について，記戟する。

A 舘コの構造

T
 

その主体部は，河成段丘が河の側面浸仕によって削られて残存した，いわゆる舌状の突起部の恰

好の地形を選択して造られている。

Fig4はその平板実測図である。台地舌状部の規ほは．東西約40m,南北 160mで．そのはゞ中

央に．現ほ約20mの浅い空溢がある。

この空濠によ って，館コは南北の平坦な二部分にわかれる。今次発抵は．このうち北部の空濠北

繰にそう小器分である。

舌状部の基部，つまり南端には，図のように並行する三重の士塁がある。土塁は舌状部の両はに

まで達し．その南僻道路との間は低湿地でわずかの雨でもぬかる。こここにほ広い空溢があった

かどうかは，現在明らかでない。

三重の土塁の間隔は約2mはどで，現存する各塁の某さは50cmほどである．

また舌状部の東西両斜面には．低位面との間に中段がある。との中段は段丘中位面か造渠による

ものか現在明らかでないが上記堡塁と空濯問の東測では，上面からのぶ茂約 Smで，空沿より北

の東側に上面より 2m低い。つま IJ• 空濠の北器深斜面の中段は空濠南部側双糾面中段より高い。

また西1l11の斜面も，ほゞ舌状部北西隅から空漫までの間に中殺がある．この西側の組面下を北に

通じる道格がある。おそらく旧道であろう。

なお前記空濯の南側は．空濠中の畑の耕作のため南紐を削IJ崩してあるので，肛状は不明になっ

ているが．当然現在よりほ扶＜ ．かつ深かったものと考えられる．

中央空濠で区切られた北部は．南北55m,東西40m,南部は南北7Sm,東西35mである。

今次の発坦では． この砦状ないし舘状の堡塁そのものの原型をたしかめるための発掘は行わなか

ったので．単なる外観の記述にすぎない。

なお北芸外は地形の説明でされたように．低地苓であるが．河跡による沼沢のようなものがあっ

たかどうかは不明である。
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Fig 4 舘コ平面実測図
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B 竪穴群とビット状逍構

Figsの全体図に図示したように．第 1次発掘 （予察）を含めて．方形ないし長方形の竪穴遺構

各種ピット発見した。以下図の番号町に冥側図と写a図版によ って説明する。出土遺物については，

0項にゆずる。

SM 

〒
＇ 〒―一戸マ千 TT

Fig 5 発掘全体図
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Fig 6 第 I, 4号竪穴冥測区l

竪穴群

第 1号竪穴 〔Fig6會 PL 4 (I) (2) PL 5〕

長飴方向南北の長方形竪穴で，長辺 1.43m,短辺は北憫で 1.24m屈澤；で 1.44mを計澗する。

深さは20cmで，床面は硬いが平坦でなく．や 、i皮状を呈する。柱穴は 6本．竪穴園辺に認められる

が．第4の竪穴南東隅の大きい柱穴は．後世の掘立角柱の往跡である。床面から Fig14-2, 4 

の土器片が出土し．中央東よりに細長い河税石2本が八字形においてあった．

竪穴南東隅に近い地山面に．費磁らしい回片 1個が出土した。

隣接の第 5号竪穴竺縁と．この竪穴の西緑は，約 1.2mを距て｀棗側の第4号竪穴との間は62cm

である。

第4号竪穴 (Fig 6 , PL 4 (I) 〔2)J 

第 1号竪穴に隣接，その東側にある，ごく小規模の竪穴であるが．や、東西に良い。長雑は東西

で．東西に 1.4m, 南北約 Jmの小さなものである。床面は東に向け緩傾斜を示す。は;tJiJOcmほど

である。 竪穴内から釘柚鉄製品が出土した。床面に火を用いた形t介はない。
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第 2号竪穴 〔Fig7, 四 6 〔I)(2)) 

第 1 号竪穴の北西にや~距てて発見された長方形プランの竪穴のひとつで、予察時にその一部が

明らかになっていた｀第7号翌穴に切込まれている。

長辺約 2.4m,短辺約 Imで，長軸の方向はほぼ東西。床面は硬いが，中央部を境に．それぞれ

東と西方向にわずかに傾斜している。位高は約10cmで．内側にわずかに傾いている。床面に火を用

いた跡はない。

南側わずか距て り深い円筒状のピットがあり，これと田複する第7号竪穴との中間の地山から，

数片の土器片 (Fig14-6,10,11,15,16)が出土した。周辺の柱穴は 3本あり， うち第 3のもの

は．掘立柱廷物の柱路である。

なおこの部分の竪穴や，ピット開口部の一部に．うすい火山灰様の断続する屈があったが．降下

浮石限（大湯浮石屈）か否かは不明である。

第7号竪穴 〔Fig7. PL6 〔I)〔2〕〕

第7号竪穴は、前記第2号翌穴の西側短辺と阻接，または切込みの関係にある。

長給は南北，南北辺が 2, 3 m, 茉西辺は 1.7mを示す。

床面は中央部がや叶忌く，南北にそれぞれや≫強く傾斜している。壁高約15,:,nで．内側へ傾斜し

ている。

関係往穴は 7本で. 5は後世の掘立柱建物の柱筋である。火気を用いた形跡はない。

第 3号竪穴 〔Fig8, PL 6 (I) PL 7 (I) (2)) 

第2号竪穴とは L字をなすように，近くにある。小型の第10号竪穴と接触している。その問．ゎ

ずかに断面A形に，両竪穴の南北両端の投と考えられる部分が残っていた。

長軸の方向は南北で，長辺 3.Sm,短辺は I.7 mほどの長方形。約 6平方mの床面である。

柱穴は 5本であるが， 1と2がこの竪穴と関係ある往穴と推定された。床は逆く平坦で，深さ約

20cmである。ここにも火を焚いた形跡はない。

床面近く Figl4-7の土器片が出土したがあるいは第10号竪穴のものかもしれない。

北にすぐ第8号翌穴が見られる。

第10号竪穴 〔Fig 8 • PL 6 (I) PL 7 (I) (2 ]) 

第3号竪穴の南端を占め，きわめてせまい東西飴の長方形プラン。第 3号竪穴とは同じ幅であり，

また束西両はも，第 3号竪穴の長墾方向の延長の様に見えるが，両竪穴間には細い店が残存してい

る。

東西 1.4m,南北 0.7m。位忘15cmで内側に傾く 。
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第5号竪穴 〔Fig9, Pい〔 I] PL8〕

第 1号竪穴の西に接し、第 1号竪穴とは，わずか 1.6mを距て，長辺が平行する長方形プラン。

只給の方向は南北で，長辺が 1.9m,短辺 1.4mを測る。

床面はほぼ平坦で硬い。竪穴!!,!{Jiは約20cmで，内OOにゆるやかに傾斜する。

検出された往穴は 1本であるが， 4, 6は後世角往掘立柱辻物の柱跡である。

この竪穴の北西隅，ほゞ地盤に近く，細かい糸切底の土師器片が出土したが、他に (Figl4-J 

3)など 3片の土器が床面から出土したのみである。床面に火気使用の形跡はない。

第 6号竪穴 〔Fig9, PL 4 (I ] D PL 8) 

第5号竪穴の南側の短かいはほから，わずか50cmへだてて．これと平行な虹縁をもつ，ほ 1.4m,

長さ 1.6mの歪んだ方形プランの小竪穴である。

床面は比ti的軟かく ．位高約IOcm,第 5号竪穴と同じく ，内国へゆるやかに傾斜した竪である。

床面に火をたいた跡はない。

往穴は固辺5本を検山。うち） . 2は後世の笠立角往廷物のそれである。

竪穴内から. 3本白の錐状註器〔Figl4(4))が出土した。床面に火を用いた形路にない。

第 8号竪穴 〔FiglO, PL9 (I)) 

第3号竪穴の北に接し．長辺 1.7m, 短辺 I.Imの．長粕方向南北の長方形プランである。塁渇

10cmで．内憫に傾く。

往穴116本を検出したが.5だけが円往で.f也は角往である。

床面は硬く平坦であり．火気使用の形肪はない。

第 9号竪穴 〔Figll、PL 9 (2)〕

第3号翌穴の東，第4号竪穴の北，や 、超れて，南北の長粕をもつ竪穴であるが，短辺は I.Sm,

南北の長辺は、直距 2.6mであるが東測に大きく外弯している。柱穴は 4本検出され， I. 2が

主往となるものであろう。虹高約10cmで、内備にきわめて緩く傾き．床面は平坦で硬く，火気使用

の形跡はない。

第11号竪穴 〔Fig12,PLIO (I)〕

第8登堅穴の東にあたる。予察の際発見されたもので，いわば翌穴群中第 1号にあたる。

1辺約2,45mX2.5m ほどのいわば方形プラ ンで，北位の束僚に約50ctr{J)長さで，幅 Imの出入

口と思われる茄設がある。
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柱は竪穴周は内に，四隅と四虹中央に各 1本．酎8木が検出され．出入口と思われる張出部の踏

の両側に2本ある。

柱穴はいずれも深く• I辺20-30cmの角柱に類する．

虹面は平坦で．西立の側に佳土と灰が見られた。翌穴はこの面を切って振り下げられている。

僻匿この竪穴の上に，北西の方向に双ぷ炭化五があった。 恥 R材であろ うが．炭化往材は発

見されなかった。

ビ ット 群

Pit A 炉 gl3, PLIO (2) PLII (I)〕

輝区の東南隅により， Pit8 と並んで発見された。ピットはほゞ円型に妥られ．その短径I.Sm

紐 I.Sm,長紐南閃より南に向け，あたかも木器の片口状に． ば Im先嬬の次第にすぼま IJ • ピ

ットに向って傾斜する担 IJ こみがあ IJ• 第12号竪穴の西債床面を切っている．深さは 1.8mで底苺

は丸底状で開口部から底部にかけ，次第にすぼまる。往穴が北固に2個ある。出土遺物は全くない。

Pit B (Figl3, PLII 〔IJ〕

上記 PitAにほ 並ゞ行に， 片口状の掘込み部分は Aと反対に北を向き，ピットの間口部で長径I,

6 m, 短径 I.Sm,深さは 2mである。

ピットの断面形は PitAと同じである。往穴はピット開口部の北西はに 1債ある。出土遺物なし．

Pit C (発掘全体図）

Pit Aの北側わずか距てて，第 1次のm査の際に発見された。長粕が東西方向を示す長闘円型で．

長の長さ 1.85m,幅83cm,束半部のはピット状をなし｀深さ60cmである。

充填土の上面に.3偲の扁平な河原石が並ぺられて発見された。出土遺物はない。

Pil D (仝上）

第9号竪穴の南， PitBの北にある。西傑にや t大きいが浅い不完型なくばみがある。円型で直

径60cm、深さは10叩。出土遺物はない。

Pit E (仝上， PLII (2)) 

元II号竪穴の東南豆外国に近く。筒形で.ill径50cm,深さ40cm.内部周釦こ．桶状のほの閲板氣

ないし縦位の坦疸が悶著である。内容遺物はない。

Pit F 〔戸g7, PL 6 (I)) 

第2号竪穴または第7号竪穴の付辰応殷と見られるもので.n径90cm,深さ80CII¥,円形開口部の

周辺力¥や>方型の広がりをみせる。内容遺物はない。
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c 掘立柱建物

空濠の北暉北紐に接し．西南区に一部田復する 2棟の坦立往の木造辻焚物跡が発見された。

違物 l 炉 g13 PL 12 (I)) 

桁行五問（往問七尺）．梁問四問（往間七尺）である。

シラス面で検出された往跡は．一辺30cm~叩0 の角往であることを示し，往穴の深さは，シラス
面から20Ctn~30cmであった.f主穴底に恨石に見られない。

角往列の特AU,桁行中央に位置する往を欠くことである。

.o
 q -

. ---' ．、
'C 

B B 

゜
5M 

Figl3 il物 I・U,ピット A, B第12号竪穴
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悽物 II 〔Figl3 PL12 (2)) 

桁行五間 （北から五尺 • 五尺 ・六尺 ・七尺 ・六尺）梁問四問 （東から九尺 ・八尺・ 七尺 ・七尺）

シラス面に残る往粒では．往は角柱で，一辺20cm~SO叩であり， シラス面から深さ20cm~30cmの

深さを残し．恨石はない。

第1のil物と同様に，lfr行中央の北より 2本目の往の位置すぺき点に往穴は見当らない。

なお両は物路とも、その西1ll11の区はは未允掘であり．立って付辰辻窃写の存在の有悪は，目下の

とこる不明である．

またこれと接する園囲に，これに付辰するピットなど明確なものは発見さ れていない。

出土遺物は往列群の範囲内から小数の固片，註釘などが出土している。

これらの掘立角往のあるものは．一部の長方形竪穴の位などを提IJこんでいた．

N 出 土達物

出土遺物は．回出器木器破片會註器會 tilt.炭イ1:冷物・土器．石器の8種に大別される。それ

ぞれの涸数はわずかであるかいずれも当地方として初見のものでおのおの費mな急荘をも って

いる。

この色でい土器，石器とこれ以外の遺物を，悶代疫を示すものとして 2群に分廷し．まず土器．

石器からそれぞれについて記Uする．

A 土 詐

Figl4 (I), PL13 (I) -PL13(2)が土器の特岱あるもののすべてである。いずれも破

片で， しかも小片であり． 完形品はない。なお拓影のものの一部を PLに掲げた。 Figl4(1) I 

-6 , PL I 3 (I) - 〔3Jに出げたすぺての土器はいずれかの点で共通した特色をも っている。

まず口紐部でしかも山梨突起をもつ 2から説明する。

土諾？は口ほと並行に、これと並行した貼付け岱陸硲文をめぐらし、口総上姑と同じくその上に

細かい刻み目文（揖聞文）を施こしている。

突起部の外側は．わずかにこぶ状を呈し．亥lj文ある隆帯から．間をおいた平行なほ陰線文が縦に

走り， その間を硝状の絹文で紐っている。この体部の白陸線文間の帯状紐文のある部分のほかは屈

消しによる黒文帯である。

色即は貿福色， 蔀分により出色を旦し，胎土には悦細な砂を少塁混ぜ．位成がよく硬い。厚さは

6mmである。

土器 lは上記2と同様であるが．践いエ具によ って三角形の列点状刻文を，すり消し部分に誨文
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したものである。

右側は裏面のHiJ~であるが，成形時または筋文時に偶然につけられた爪の型が見られる。

土雑 3は土器2と同一個体に属するものであろう。裏面に植物の種子圧康がある (PL13 j 

土器 4は，土器 2と同一姻体らしい。

土器5は．胎土芍まったく前記の土若と同じであるが，悦陰線文を作るため使用したエ具が他と

巽なる。また鑓文が$1行絹文である。

土器 6は．口は部の内外両蟷ほと口はに平行なほ帯文上に．細かい刻み目文が見られる。たゞ口

は前而と口は下の刻み目文は．あぎり狐苔ではない。

この土器の内面に比横走する条痕がある。陰帯の断面は三角形で．もちろん貼1寸文である。胎

土の状態は．上記の他の土器と同じである。

土餘 7と土器8の上3祖部は． 外反または外傾する口紐に接続する部分に当るが、細い半註竹管を

上下交互哀1)突文である。その下にはや＞太い沈線による変形工字文．ないし菱形文が横位に応文さ

れ以下は 7の場合．器表か//,IJ落. 8は欠失して不明であるが， 7の矢印の線．俵II落した面に．土器

I, 3に見られるものとは沢なる．列点状刺突文の端部と思われる列点がある。胎土にはほとんど

砂粒を含まず.flいが1え成l;tや≫良好である。灰渇色を呈し，厚さ 7mm。

土器9IJ内而がよく丘9研された土器で，肛さ 5mm. 器衷の半分は剥落しているが残った鵠分

に，きわめて細いまばらな絹文がかすかに認められる。器表は黄福色．哀面は黒色である。

土器10,11は土的器のような肌の土器であるが．器表に極めて細く浅い. X状の刻線が見られる

土器である。IIの胎土は土器 5と同じであるが, 10はや 粗ヽく ，ふたつとも伎成はや>良好。

土器12, 13は明るい灰渇色の土器であるが．滑面でなく．きわめて細い紐文？があり， 14は褐色

であるが．器姦には細い紐文？があり裏面にはごく浅いが堅然とした!Iii目状の擦痕がみられる。い

ずれも，胎土に細粒の砂をや>多く混在する。

土器15, 16は, ISが黄白色， 17は灰記色で苔しく昇るが．若表に浅い櫛目状の平行沈線を生ずる

ような工具を用いたと考えられる沈絃と条疫が走り．胎土には細砂を涅在し，伎成は良くない。ニ

つの土器片は問一四体のものと考えられる。厚さ 5~6  mm0 

17の土器も黄灰色を呈し．浅い四管様のエ具による二条の平行沈線が，口紐と辺行し．下方に細

い憤走沈はがみられる.lo影の左躇で口紐が山形または汲形をなすようにあがり．前面にふくれて

くる。胎土其他は16などとは異る。土た裏面にも，まばらな横位の擦痕がある。厚さは 5mm0 

18~20はまばらな斜行絹文の問一岱体に成する土器片であるが．絹文の一郡にすり消された部分

もある。細片でよくわからないが．胎土には砂粒なく，焼成ょ＜ ．硬い。黄褐色．

土器21は斜紐文をやヽ太い沈はで区切り、すり消しが屈され．胴をめぐる水平の沈線がみられる。

おそらく絹文部分も沈線にはさまれ、大きい渦状の文様存を構成するものであろう。焼成よく．厚

さ9mm0 
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れは口は部の内憫がかけているが．口紐やヅ外反• Dほ部と体部の間（こ．担消帯がみられる．胎

土には紐砂が混在し．妓成よく硬い。厚さ tmmである。

23は黒文．ろくろを使用し，平滑な面をもち．器区のうすい土師器であるが．底は糸切りである。

以上が出土土器のほとんどすぺてである。若干の石器が出土しているが．包含屈は宛冥でなく、

遺ほ区ぼの出土厖に混在していただけである。

8 石器

Figl4 〔I) PL I 3 (2)が出土した石器のすぺてである〇

図の IIH日が広いが．短かく ，肛い打製のスクレーバーである。粘板岩製で、長さ約 6.5cm、幅

4 cm, 厚さ I.Scmほど。

2は図の左憫下に， トリミングを紐こしたスクレーバー。岩石は紐泥岩と思われる。

3 l;t石Mである。 tli板岩製．

4は三角製の河匝石であるが，たまたま，上部に等径の2個の穴が問をおいてあり，その中央か

ら、亥1)紐状の一総があり、あたかも人面状に見える。紅位の刻線は一部加工したものである。

他に第5号翌穴の北3 mぐらいの地点に．忠耀石の関片が 1片出土した。

c 鉄 託

Figl4 (2) PL17, 18は出土鉄器である。

I, 2はともに小flふうの飲片で 1は短辺6cm, 長辺 2.5叩の長方形で．厚さ は3mmである。

？は長辺6cm, 短辺 2.5cmと 1と同じ寸法である。厚さ 2.5mm,一辺がすIJ汲ったためかある

いは腐蝕によるか．わずかに弧を描＜ ．ゃ＞弯曲している。

1は紐辺にちかく 1個ずつの 2?1]14個の小孔が並ぶ。 2も同様の孔数をもつものと考えられる。

3は一辺に録白状の突出をもつもので．現長 5.7cm,幅 3.5cm(最大）で，厚さは 3mmである．

4は先踏に 3四の小さい3突切をもち．ゃり厚い。器部は長さ 6cm, 中茎6an、全長12anである。

厚さは器部で Ian. 径は次第1こ細くなる。

5は長さ 6.San. ば I.San、厚さ 0.5anで．屈平で元躊が次第に細まるクサピ状の鉄器である。

6は兵さ 6cm, ほ 1.2cm,~ さ O.Sanで．断面は長方形である。

〇陶 諄

口絵および PLl4-16は陶器および回片である。口絵は第12号竪穴の炭化米や践打と共に出土し

た。 口程32cm.i!iさ35cm,底径 3.8cm,胴部径 5.Sarの小型で．底部にきわめて細かい糸切疸があ

る回器である。やヽ灰味を都びた乳白色で．底部以外に枯がかけられ，英騒である。

2は瓶の小破片と思われ，淡腎緑色を呈する。

3は口紐部の破片で．白い柚がかけられている。
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4は白色のf,ll下にうすい文様の一部がみられる。

5は破片で民窯瓜である。

6 l:t片口で，柚はほとんどなく，須恵器屈の破片である。

7は新らしい問期のものと感じられ，8-11はともに紺色で文様が描かれている。

E 践貨 〔F,gけ〔3J PLIS) 

3四のitffllともに第12号竪穴内にまとまって出土した。紹聖元宝，大観通宝および燕寧元宝('?J 

の各一枚である。

F 木暑6(PL19上）

第12号竪穴の出土である。炭化．破捐が吝るしいが． 一部は炭化米に密耀して出土したから，そ

の容器であろう。

写真の上段左躇とその下はくりぬきによる制作で，厚さ 5mm. iii径およそ 5.5cmである。1もの

木片もいずれも片面にくりぬきの刃復を示している。

G 炭化＊ 〔PLl9下）

如 2号努穴出土の炭化米である。いずれも写nのような固結した塊状で出土した。籾穀の残存は

認められない。おそらく米または炊いた飯であろう。他に粟粒と思われるごく小団の穀粒ら しい炭

化物もみとめられた。この炭化米は上述のとおり、容器に収納さ れていたもののようである。

◎◎  

◎ 
Figl4 〔3) 註貨拓影
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V 考 察

A 出土逍物について

1 土器と石器

出土土器の数塁が少なかったのは．遺/JIで明らかにした坦立往の迂物のたのの地ならしゃ．駐均

中の開拓等によるものと思われるが．理由はこればかりではないかもしれない．この事については

後述する。ここではまず土器と石器について考寮する。
¥I) 

F1gl4 (I)の 1-6は後北式土器別祢江別式土器であり，後北 c,式 （江別llJb式）土器で

ある。但し 5は北大式である疑いもある。

7. 8は欠失した口縁部直下のくびれた鵠分に，特長的な交互刺突文が丘文されている。交互封

突文は，外径4mmぐらいの細竹吾で上下交互に刺突して．浮文状の文｛ふを作り出したもので．以

下にや心太い丸棒状のエ具で．菱形文的な沈絃文~if< を画いたものである。 この沈絃文以下は欠失し

て不明であるが，7の表面刺理した部分に、拓影の矢印の偲所に見られるように， 3点の列点の科

突文の底が残されている。

(71 
交互刺突文l;t,小坂地方で明らかにされた，天王山式系迂の土若の特色である。片山舘コの出土

破片は，絹文の部分が欠失していて不明である力＼沈謀文下に残された利突文の瞑跡は当地方初見

のものであり，また交互刺突文でありながら、地文に天王山式とは少しちがう特殊な絹文をもつ土
(3) 

若か北秋田郡下で発見されていることから，地点によ って，交互刺突文の消える時期は，大館 ・鷹

巣地方では小坂地方よりも遅れるかもしれない。

また剥落部分の列点文力＼交互刺突文でなく ，後北式の列点状刻点文に類するとしても，地万的

に存紐した天王山式系の土器が、後北CllJlに接触する可能性はまずないと言える．その意味でこの

土器は．なかなか只味深い。

9-14の土器群は，口総部片がなく不明であるが．絹文ある 9Ii, 天王山式の最末期ごろに位置

し, 10-14は不確実であるが北大式の社いがある．

15, 16は揖文式土若の初期段路の土器と考えられる。18-20は北大式の廷いがある。17,21は紐文

後期のはじめ頃と思われる。 22は貶縫文期らしく,23は言うまでもなく土藝器の杯の底部である。

そして以上の土器のうち．長方型または万型の小豆竪穴遭！員の大部分と関遵すると思われる後北

式（江別式）土器について略記する必要があろう。
（ヽ）

江別式土器は北秋田訟内では発振によるものとしては，市内揖館についで第2醤目であるが．福

館でISわずか 1片にすぎなかったが．ここでは少なくとも 4個休分出土した．
、S)

秋田只北部では，鹿角邸小坂町躇岱で，安保彰氏によ って表採されたのがはじめてで，その後．
(6》

同大谷地砂取場で．出土雇位が明らかにされた。

小坂では火砕流台地の全面を，大渇浮石層がおバ．＼大谷地では後北Ct式土若は，この火山灰下
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の活いところに出土する．

小坂でも後北式土雑と．他の土器の共伴例は来＂認であるが．火山灰下 8cmぐらいのうすい円に．

小坂X式土おー天王式系土ぶと累層し．後北式土若IJ.この天王山式系土蕊や1ものfall、l代の仕囚文

式土器の包含層よ,,は上層位で．或いは Jヽヽ坂 X式のある問期 （はゞ 3 問ある）と閂~I\:と＂定さ ti

ている．

憧北式土おIJ.いうまでもなく北海道にその分布の中心をおく土送で. A, B, C,. C:, D,. O,, 

E (北大式］に応分されているが．北海道の出幻又閂代の1麦半に漏年さnると考えられ．奥羽l!'!万
, :n 

北邸 {:If古学では．北邸とに岩手 ・山形豆巽以北を指す）にb分布している。その分布に』＜．下

北半島．岩手憬北部から中国と点々と散在し．北大式がや、庄とまって宮城県北紐の一辺町にえ見
,., (f) (1<) 

されている.8式と同月に比定されるものが,Jヽ坂.(tgは下北と一送の北＊式を屈いてUC.式がIJ

とんどである．この全見度の信清さは北潟道でも閤じである．

この土註が．臭羽地方北半邸に分布する亭情についてis.奥羽屯方の町:;1$1月の巴史とii?/:な閏伍

にあることで．重大な問＂であるにもか ≫わらず.Rほ例の1蔓少なことから．実U的な定狂とも言

えるlali:t;立てられないか．辺在aも正当な見斧としてわれ tltl1'支l~TるものU、山内濱男"士
(II 

の●かれた次の文輩である．

r rほ聞文式闘に二聞に分かれ．第一期に内坦の弥生式と並fjし．第二期U古！日日代にt!I当する．

このあと奈只開あたりにIll当する旬期に.Ill文式土器という3与布の土活が北潟道全土に分布し． ．．

••と ころで 'I-~文式J の,ii2問u二． 三のR悶に分かれて．江訂式土器が古く．次に北大式

とanれるもの． そのあと内地の土話器ふうの土註（揖文式土お匂lの田日がくるらしい．

この江別太土話u.uゞ そのまヽの形鯰,Qにで貨云惧．岩手環北区に父見される．これより南

の岩手黒所邸．宮駁．山形などには破片となって．古ltl吟代の土紀苗とともに出土する．北大式土

註の一謡u.宮塙＂稟ほl31.i どで土紀器1こまざって全見されている． まえに r~絹文弐Jiii一間の

北潟逼的柑9を儡えたいのが一部東北．北足の弥生式にはいI/こんだと述べたがこんどIJ,示

ニMiI別式でll,豆北邸を占居して．その所では古渇碍代の土応おの古い邸分（筆行が逗蓋渇で1i

紀 したらの€ば式とTる） とふれあい．その状虻が古墳時代中間以Ut:l.でつづく ものと考えられる．

内地北躊の江別式は.:it渇辺とともに．おそらくはアイヌ文化勢力の項i@!であ IJ• ~till, しつつあっ

た古LLL文化のB古,G北の勢刀とむきあっていた．乞た山形．宮坂の例にみるような江別式土お片

の温入は，アイヌ文化の一這が南下したことをものがたる．江翔式をアイ ヌとすることにはI'll.ab

あろう． しかし五世闊蔚＆におけ る日本民族鯰は．丑近のそ古学の成槃もと ,,いれて．かってはほ

されたよIJIJU る かに明汀に．地域やB~代についてU•J得るようにしつている, {I姐印
(ll) 

伊東信IU郎!\;!CJ昭船6年 1 月、東北大学での~P.~~tこb?て.~;ljの人種についてu授としては

Uじめての虫娑な発言をされた。いま枚授のU藷から引用すれば．

'(日略） fl. にこれ 手でしばしば釘夷の問gを塩じて采たが，っねに又化の問紐1こ訊定して人撞

の問flltl.aじたこと はなかった.""'""""""ここで私ははじめて蝦夷をアイヌ系の人撞と規定した11)
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であるが......J 

郎氾この允言の血として屯北の閲又＂代人が伎用した言 UIJアイヌ騒系のものJ とされ，

匹団 の江細l泣ほから．山形1¥1,<)')RJ上Ill汲は紐ぷほの以市と以北の5世問項の文化に渚茂があ

ることを Ii激し．以北にわける1量北式土むの出土と， JI存する多くのアイヌ a~地名の存在と，マタ

ギ叫!IこめるアイヌU単＂など tそのUll&としてあげられたのであった．

ここで， 1夏北式（別m江別四土紐が使用されたt.¥代は．夏北南部の古Ja期のa古の悶代とはゞ

々のlf;fs~砕しくずると名えられているが．人憧悶M.すなbち.t曼北人をもってアイヌの祖その

bのとするか否かu.l!Jt'I人；〇学上の店間でめった．

この10年はどの関に．北海illlこおいてI!,アイヌについてのgr,&, 文化両人俎学からの追末が＄

辺に追した．

'"' 2ず北鴎の木谷絆のオンコロマナイllllf出上の人fl'U.II北式土荘に伴なうのではないかと坦わ
¥Iヽ9

れるもので．それU当t.!lU足ぼ＊でこの人骨Ut測怜告した山口 拉氏によれば江ll-1坊主山で河ll

広逼氏が允偲した北大式土おに伴うJB!i,¥出土の人令と全く“似したらのであって人類学的ににオ；；

コロマナイ人のグルーフに属しらしかbそれらU近世北沼這東北部のアイヌと共過てる点が多く

'8¥> ら II る.:.とが明らかにな っ た•

;11北で！』この次期にUオホーツク文化人が広く昇賃の文lttl.lらこみ．旧文文化人と這0したよ

うであるが追mでU撞北問の訳.IU文咬nの亀ケ岡式氏の土む文化人と， Iii紐の圧貧文期の豆山

文化人の人件にu.asなどのl~tnを b ら本州的な弁tal;lll2が1,511) られ．これが少しずつ変化して,,. 
iii世逼而アイヌにつとがるもののように見える．

ーロにアイヌと11.,ても．その文化的．自広的人頂学上の問uu非常に復雑なのである。 4与に，

これがエゾrJ1r1どのつながJu,ェ・ノの人分の未全見と，同＂の北溶這 1l1文人の人号の禾全見とい

う状況下で(J.11実む形胄人:n学的圧畠を復示することがでさない．

ともか<t,, 誼コ遁沿に以さ1したillねを伎用した人，，の白は，それがはじのて ’北海道的 な文化

的，人i量的匹澪€内埠北邸に bたらした bのでt.: ないことは．現在の考古学的なP..Ai'として俎則的

に鮎かない．

誼コ1こbZてえ凡されている上阿の糸IJ)匠£bつ土“討IJ,撞北c,式土器を床面から出土した第

5号翌穴の．低り込み面と同レペルの充項土層からの山土であり、それは Figl4(I)のIS, 16の

土石と層位的にはゞ悶間である．

さてこの投北式（江ll•式｝土お(J' 昭~026年仝 28年に．これ工で層位別に発坦されたこ とのな

か.,た,3間の!I北式土五と多くの象口的なm2aが兌見された．北渭這余市町のフゴッヘ丑窪の

も111から出土した炭質惰の放射性Iえ淋による漏定年代によれIJ.1920土1308・P (下麿）-1870 、,.,
士1008• P (中層）を示しているのである．

印ら1麦北式の編年的い訊位置u.放"性粒亭による年代でu.現在（昭枷8年. 1973年）から，

はゞ 1944年土115年A,ぐらいとなるであろうか• I世紀の100年前1長ということになる．ここでもや

-29-



・'" 
はI), 放射性炭禁による年代は．少しく古い年代を示しがちな節向をみせる店実は否定できない。

実際はその間始と終末!J,4 ~ 5世紀に随るとみるぺさであろう。

石器は屈（立的に確実なものはない。 Fig14 (I)の Ill,形郎上，宮城収岩出山町木戸脇裏遺跡
、181

から発見さ れた北大式土器片（こ共伴する石器の中に類似品がある。

黒窄石の剥片が出土しているが，これも後北式の石甜の材料としてu通のものである。

2 鉄器について

I • 2はともに情の部分．散て!ti定すnば佳甲,J,itであろうと考えられる。

3は銀の折ltlしたものと考えられる。毀とすれば世の配列から縦ひきであろと!It定される。

4は先斌部は現代の鼠泊錐に似ているか、1紐とも考えら れる。出土先例がないので詳細は不明

である。

5 l;t rクサピJまたは船釘船である。 6ll 7J子状であるが刃部がなく ，5と似たものであろうか。

3 陶器について

出土陶器については東京国立1月物館東洋美術室艮良谷部楽嗣氏，秋田しr.!tit物館這偏烏奈良tJ介氏．

秋田県文化財亙門委員小野正人氏に殺示を祖t.:bので．三氏の印は定は必らずしも一致しないがこ

こではそのま>記汎に止めること を御許 し屈いたい。

1は薬壺であろ うと思われるが，長谷部氏t.113l!!紀U貧時代の作品と考えら れ，小野氏は古瀬戸

の末期の作品に属し，駐0時代、さかのばっても菜山期と観られる。

また奈良氏(;i, 本県男脱市脇本J里没家民から類似の固片が出土していることを指縞された。英濃

長田窯の製品で、古くみてII世紀．この種のものとしては現在北駅であろ うと紋示された。

2は瓶の小破片で．長谷部氏l:tl2~13世紀の隣呆窯の冒磁ではないかとみられている。

3の口紐部破片は長谷部氏によれば12~13世紀，民窯で妓かれた作品で．白はに近いものかとみ

られる。

小野氏は生地白といわれるもので．ピソホールの存在を指腐され元よりの到采とみられる。

4は染付であろう．長谷部氏によれば江戸期の作品とみられる。

小野氏によれば李硝の臼粒であろうとされる．

5は小野氏によればカメの破片で．いわゆるナマコであり．白岩妓様とされる。

6はわれわれの考えでは，須恵器の系列をひく洲珠妓であろうと111定する．

7は歪で，長谷部氏によれば江戸期のものであろうとされる。

回片の存在は，出に文化内容を示す（こは止まらず，広く日木海域の交易の様相を示す。同時に，

これを使用した人が仮りに豪族であったとすれば，その豪族の性格， またその所霧する努力国をも

示している。いまこれらの田大問題を綸ずるには、なお汀れとして不足である。今後の発掘で新資

科の発見を期待するものである。

また当然これら屈史期の遺物は，そのmir:rする時代の問期推定にと っ て重要な貢料た IJl¾}ること

もいうまでもない。
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4 銭貨について

rmのうち紹臨元宝は汀森原油川で45復仝藉崎で130枚．岩手県猪村で 25枚出土している。

大観通宝は油JIIで7枚． 藤閤で21枚，柘村でJO枚出土例があり．熙寧元宝は藷的で 268枚出土し

ている。

なおi月途年代は次のとおりである。

(rt) 

熙宰元宝 1068 (北宋 ・神宗）

紹聖元宝 1094~ 1097 (北宋・哲宗）

大観通宝 I 107 (宋 ・磁宗）

< I) a 名取武光 r北潟道の土器J 人類学；；；史学U庄 • 第10;,j.・ 昭14• 7 

b 河!f広道 r潟走町史先史M代史J蝸走町史 ・昭33・3

c 河野広道 r~ 頃 道の土器J • ~ 土のH学 ・23号 ・昭34・7

d 河野広道 't'l里町史先史悶代史,11里町史 ・昭36・6

e 名取試光揖ウゴブベ洞ffl,昭 ・ヽ5・6 (ll!Jニュー ・サイエンス11

2) a 安 保彰 屯日畏小坂町出土の込絹文式土諾についてJ 夏北甚古学 ・2・珀36

b 臭 山日・安保彰 汗ね日深否志邸の祢主式文化とその田紐形認J(.1:) ・げ）考古学；＂さ 4~2 · 3号

昭38・II・12

I 3) 7-~0久口平 q杞と文化 ・綬縄文文化J f.l: 田界史考古編印 156,36ロ ・認35・3

）ヽ 近干0の本岱査資料第1箕1こn舌

, 5) 前掲 f?) a 

16) 訂18t2) b 

(7) 奥山潤 r臭羽地万の後北式土諾J 北渇道人類学通信.9・悶40

(8) 佐信行 r岩手環岩出山町木戸脇裏遺l'f,考古学1駐 • 第S34訊4-It • 昭~3 · l

(9) 奥山憫 • 安保影項羽lf:万の帯状文土若及1長~tB式信行土器J 北潟ill考古学第3ll・昭41

奥山罰 • 安保影 r,Jヽ坂 X ぶ：土器及穫~tB式iii行土器』 考古学雑誌 • 第S~ · 第4q . 昭41・3

<10) 江坂”弥 r先史B,l代における奥羽地方北部と北渭道追万の文化交流の研究J 民は学＂究 .!R2埠

第 1号 1961

江坂”弥・高山 紅 ・液辺 ti r賣;lf,¥九度泊岩廷遺1'1111査蒻缶」石器M代 ・第1号・昭40・10

<II) 山内渭男 『アイヌの内地出現J関文文化のU会 昭 ・44・ 10rs木と世界の口史J訊 Iな

古代： （日本）先史ー 5世間 pp97 

！ヽ？〉 伊東信直 r寮北古代文化の研究』一私の考古学研究 ・文化算35呑訊12号 ・悶46

(13〉 山口 誼 r宗谷絆オ ンコ ロマナイ貝環出土人骨J 人類学涅&::.70 • 1960 

(14〉 山口 ft r江別市対爾坊主山遺翔出土人分」人穎学謬誌71 • 1963 
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(15〉 紅ホ英夭 ケイヌの~J Ill ・ サンケイ耕吝 r北のぬ ill • 学生U

116) A拇 (I) o 

〈11) たとえU 佐栢 l'.f r14C年代所5J 屯古学と (Jrl.tl~学・第5号・1972

/18〉り,!tl(8) 

B 遺 構 について

l 翌穴訂について

今次発掘1で12の小竪穴を兌掘したのであるが，これら翌穴はその平面プランの点でも出土遺物

の上からも，頑別して労寮ずることが妥当であるう。それらの中にll,類別するには余I/に特徴J;'

少な く， ほとんど確；；；；性を欠く区分しかできぬものがあるが．ここではとりあえず次のように分類

したい。

第 1類竪穴

第 1 号翌穴～第 7 号竪穴． 第 9 号． 第1 0~竪穴

第 2類竪穴

第II号竪穴，第8号竪穴

第 3顆竪穴

第12号竪穴

第 1類竪穴訂は，長方型竪穴を主体とするもので．苫るしい特色は，第2岳竪穴の他は、その兵

紺の方向が同じことである。

今次発氏では．第 8号竪穴と第 7号竪穴の線以西．第6母竪穴と第12号竪穴以南．第9号竪穴以

策は発捉していない。それ故に四定はむずかしいが．長万型竪穴にIJ, それぞれ小型のやヽ方型の

緊穴が付辰しているようにみえる。即ち第II号堅穴＋第4号竪穴．第5号竪穴＋荏6与竪穴 (?)'

第7号翌穴＋第10考翌穴．第 3号竪穴＋第 8丹竪穴といった具合である．

だがもし第 2号竪穴の方向が政西長蝕な点を固桟すれば．防2号翌穴．元10.f}竪穴，第4号竪穴

を．南北仕の訂と分雄できるかもしれないが，この様に訂別するならば．むしろ第8, 3. 10. 7, 

2号の臼竪穴を 1群とし．第 S.6. I , 4号緊穴を他の I訂とする方が妥当のように考えられる。

なゼならば．見方によ ってll. これら 2群の竪穴の配謹は．各竪穴が独立任意に掘られたもので

なく ．或る11,!!にもとづいて 1配置されたとも思われるからである。

これら竪穴にに各翌穴とも空内で火気を使用した形蹄はないが， L字型に双んだ翌穴訂に関連あ

るように考えられる足外炉が第5号竪穴と第II号堅穴を結ぶーは上に見られることなどから，も

しこの竪穴 一圧外炉の起びつきが正しいとすれば．前記の竪穴の配列関係に!ii)らかの意味を与え

ることが全く慧l!i!Ji Iこ終らないであろう。

良方型の翌穴の発掘l;t、現在までのところ、北海辺一奥羽地方を通じて先例はないようである。
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翌穴内に遺物の出土が少ないので遺物と竪穴を結びつけるこ とは甚だ危なげであるが，第 1号，第

5号竪穴床面から後北 Cz式土器が発見さ れているのが最もi言頼のおける出土状況であることから，

これら翌穴は，後北人の生活址であろうと惟定される。第 3号翌穴なども，天王山式系の土器片 l

個をmたが．やはり後北人の貶穴であろう。後北人の竪穴と しても， 北海道の未発見のこの期竪穴

が，皆この様な形認であるかどうかは勿論断定できない。

第 7号，第8号竪穴のうちのどれかは，或いは初期擦文人の翌穴かもしれない。しかし後北人の

竪穴は その A,B 類あたりの竪穴が北海辺でわずかに確かめられているだけで，これは円形竪穴

であるが後北 C,,1 (江別Illa, b)の竪穴は北海道南部でも発掘例がないので比較できない。将

采｀他地方での発見をまって対比できる日の近いことを期待している。

もしこれが後北人の竪穴であるとして，また後北人がアイヌの祖系人種であるとして，しかも近

世アイヌのように.pon -chiseとporo-chiseの問を夏，冬季にわけて移住する習性を彼等がもっ

ていたとするならば，こ こは冬の家ではな く， 寒気のきびし くない時期の住居であったろうと想像

される。

また，無文でかすかに擦痕ある土若が出土していることから，天王山式土器が行われた末期から

小坂 X式期にかけてか，小坂 X式末期から後北C1期にかけてかのいずれかに該当するかもしれな

い。いずれにゼよエゾ発生期の寸前か初期の文化に属しているらしい。

第 2類堅穴とした第II吾竪穴は，深い往穴をもっていて、 しかもその柱は角柱に類する。この竪

穴は西憫にある絵土 (Ji外炉）を切って掘られているので，これより以後即ち長方型竪穴群以降

であろう。

この翌穴で不可解なことは．往の数がせまい方型竪穴の内鯰にそい8木もあ り， しかもかなりし

っかりした往を辻てたであろうことはその柱穴の深さから容品に推察できる。

この駅実から，この柱列には高床の含庫風の上民があったと解することもできたかもしれない。

その場合， 1司故に往列がせまく浅い竪穴の中にあるのかが凝点となる。この竪穴が北東隅に張り出

した出入口があることは見逃すことはできない。これらの互いに異和的粂件を全部採用すると． こ

の竪穴の往は，食庫屈の廷物を支えていたもので．その倉庫係は床下の竪穴に住んでいたことにな

る。また或いは惰であるうか。

第8号竪穴の往もまた角往である。

第 3類とした第12号竪穴は困囲を全掘していないので不明な点が多いが，完形の薬壺らしい回若

と註頁を出土し會炭化した米（或いは飯）や要粒を出土し，しかもそれが木器中に納められていた

ことなどから．特殊な収納直ふうのもののように考えられる。

2 ピット群について

ピット A,B という実に異形のピッ トの出現は屈査者を中ば呆れさせた。内容物は炭質物が埋土

に混っているだけで皆無である。
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た、＊これが各々片口状の級斜する漏状筋穀を もち．さらに A,8両ピットのそ れが全く反対方向

であることと，Aには円形の主体部問はに・4本の往をもっていることから．これらが掘立角往の第

［、第直扮のそれぞれの付阪協餃であったろうと考えたくなる。

用途は不明でめるが．閲査目の中では硬所t でないかとの卑見が強かった。

3 揖立柱廷物について

抵立往U物の考寄にあたって．更復するが．いま一度その規侯等を再mすると．ほ物J. IJ!fl,l[ 

ともは石を用いず．直接土中にuを埋める角往掘立柱辺物で，往穴内に根石はみられない。

R物 Iは桁行5間．梁間4問で，桁行35尺 (7尺等問）．梁問28尺 (7尺弓問）を測11. m~u 
は桁行 5問．梁間 4問で.Iii! テ29尺（北より 5尺 .5尺 .6尺 .7尺 .6尺）．梁間31尺（策より

9尺 .8尺 .7尺 ・7R)を測る。

慎物nにおいて．哀西に棟をとる．桁行 4問 (9尺 .8尺 ・1尺 .7尺）．梁問3問 (6尺 .7 

尺 .6尺）の9含に．北閲に庇2問 (5尺 .5尺）張り出した辻物も想定してみたが、U物 1と共

通するm行中央柱列北第2柱がぬけていると ころに田点をおいて，仮に南北に！髪を置く仕物を想定

した．

使用往IJI主穴底邦に残された柱根疸より．佳物 lで最大のものは一辺35cm,平均的なものは一辺

20-25cm, l:l! 物 I]では丑大のものは一辺25cm,丑小のものが一辺10cm,平均的なものは一辺15-20

cmと'lit物 1の方が太い柱を使用してお1), 柱問も竪然とした辻物である。

新旧関係については.u物 1の東憫桁行柱列北第 I,第21主が．廷物nの東慨!li行往列北第4'

第5柱と!1111し，辻物 1の往穴カilil!物 0の柱穴を破壊してお IJ • このことよりlf!物IIが，這物 Iに

先行する紐物であろうと思われる。しかしその新旧造は長期にわたるものではなく．建物 II ヵ~a迅

され短期問後に仕物lがllil'.lされたものであろう。

l:t物］において．往穴の規Ii.使用柱は，ほぼ同程度のものであり，謹物の区と立つ外緑のl.tと

同様 iJ1加内部にある 9本の柱も．床下束往としてではなく ，辻物床上にまで延びて梁，あるいは

桁を支えるl.tであるとみてよいと思われる。

そう考えると前述した桁行中央北第？往がぬけていることには，何か怠図的なものが感じらnる．

それはIll染上のためではなく二次的遭由によるものであろう。そこで「南面して何らかをおく，あ............ 
るいは坐す前面の往をぬいた」と仮定してみた。この南面しておく ，あるいは坐す前面の往をぬい............. 
たという仮定を更視して，積物Uも南北に揖を置く廷物とみたわけである。しかし，それならば．

1.1物内容の往をすぺて床下束往にすることによ り． その意図はもっと有意嚢に違成されるとも考え

られる。
11) 

事実．北杖田雹鷹巣町 「くるみ館Jの例では．梁を笠上祁桁行木よりわたして．そこに小艮束を

たてて！褒をわたした復際をしている。そこでは棲物内部床上に柱がまったく存在しないわけである．

仮にU物内部に往を置かない と すれば．今回検出さ れた柱穴はあまりに竪固なものとな IJ • 床下
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束往としては念入りなものとなり， tii行中央北第2往だけ土中にほめず．他の往は土中に埋めたと

いうことになる。

そのように考えられないので往物内部のuは床をつきぬけて，簗、あるいは桁をささえ， Iii行中

央北第2柱は，「南面しておく、あるいは坐す向物かの出前の往をぬいたJと考えたのである。

辺物内部の1主粒は，桁行，梁間ときわめて正確に位芯している点も，仕が桁．あるいは梁とiril委

廷びつくからであIJ • 床下束柱であるならば，これほど正確さは要求されないであろう。往跡が桁

｀梁と正確に交わるのも．この理由からとみたい。このことは辻物IIについてもいえることである

と思うが.u物Dはその方向が確定し祖えないので．ここでIHll物lについてだけ考察してみた。

這物 lの梁問北よ IJ第五柱列．東よI}第 3'第 4Uがぬけていることに間して，火の使用痕や作

呉場的遺IAはみられないが．土問であったと推定される．そうであるとすれば．梁問北よIJ第4往

列までの 3問X4問までは床板が積られ．第4U列から第六往列までの 2問x.:間が土問となる辻

物€想定できる。

別に，辻物北梁問3問目を．束西に通ずる通絡にして．通れ北側は，中央に 2間X2問，その東

西両民に 1問X2間の室を，通路南憫には．桁行中央北第4・5・6柱によって，問仕切する 2問

X2間の室を 2室想定することもできよう。そうすると，ぬけている往穴の上部は空になり，室内

に上区をささえるための柱を通さなかったとすれば，検出された往穴を比較的明快に理鮒すること

ができるかもしれない。

民根については.it物 Iは東，西どちらかに正面を向く切衰の家であろうと思われ，辻物nは粕

が東西か南北かが決定し得ないが，やはり切摂の家であろうと思われる。艮恨に丑かれたものは，

瓦の出土がまったくみられないので．杉皮板五等と考えられる。

U物Iの七尺問取りの堅然とした這物と. nの問尺のまちまちなr1Jl1勿の新旧関係は. DがIに先

行することを前述したが， 近隣において．この時期の発掘例はなく、比較沢,~も乏しい。本遺袴と
12) 

ほぼ同時代と思われる比内町「頁舘J遺跡における掘立往lJ物遺構l;t, 1.9m, 約 6尺 3寸問取りで
il》

あり．鎌倉11l1と狂定された「矢立廃寺J跡は．凶石を用いた 9尺問J&IJが主であった。平安中期～
い9

後期の「くるみ館Jの社物は．板校倉造り，往穴構迅と．本遺跡とIX造は只なるが．往立構造である

BIR物は，桁行3問 (8尺等問）｀梁行が笥 (9尺巧問）である。 8存代も只なり．問尺もまちま

らであるが，迂物Iのような等問のU物はみられる。しかしU物 0のような問尺の弓しく異なるほ

物はみられず．それもたいしてmarとは隔たらない闘代ー舘が存在する碕代ー であり．これ

からの r舘J詞査における課題であろう。

U物の位置については．北郭南慨中央部にあり．正面が菟．西いずれになってもよい位置にある

ため，これからの関査により確認していかなければならないがその成1えと頃造よリ，館において

かなり重要な辻物であったろうことは俎像に雌くない。特にlfi行中央北第二1主がぬけている点より

俎定した「南面しておく ， あるいは坐す何物かの口而となる往€ぬいた」とみることがでさるな ら

ば，このa物は舘の主要仕物であったとみることができよう。これ以後の全掘旧査で，北郭部への
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通詑，門路．倉庫酋．屈等があれば．その確認が必要であり．その日査を行うことによ IJ, 当地方

中世土豪 （農従性の強いと思われる）の存在を検討するうえで重要な示咳を与えるであろう。

lll) 

(I) 『胡慎鯰没lltll遺躇死2次俎臼云畑J 杖田露文ftlUII査帽白書第19露昭u・3 杖田惧牧委

(2) 奥山汽・冨巴恐悶 「真鯰謀.!WI査雑告書J 昭48・2

〈J) r矢立贋寺」 1部4,11. 20 花天町社会u較百妍究会

い） n; 掲 (I)

4 舘コ構造について

平坦な段丘の舌状突出地形の基器を、現在低湿搭である凹地（或いは濠）で切断し，その内側に

三皿の土塁を聾き．中央部をや J幅の広い空濠で区切り．南北二部の郭というべき主体部を形成し，

東西両斜面に．段丘中位面．または切削による中段を臼えたこの遺9員は，明らかに砦址またはチャ

シである。誼コという通祢は．遺揖内の最後の遺物やR物鉢と関連する名祢であろう。

その1月返も、現況はこの最後の時代構築を物琵っているように11t定される．しかしながら．出土

遺物から考察すれば，揖文土若初期の土器が出土していることから，既にこの間11J1に砦．すなわち

チャシが渠かれていたと考えることを妨げる涅由はない。

束北地方北部，特に丙森市付近では．揉文土器を主体とする土若群を出土する竪穴群が発見され

ている遺跡はチャシであり．「館Jと現在呼ばれているものが多い。
(II 

たとえばごく最近団査された青森県束津軽郡蓬田村の「小館」がそれである。

後北人が，東北地方の前期続紐文人の血の中に，再び北方的な要素を加えた時期に，はたしてチ

1・ シがあったかどうかは、今のところ明らかでない。これは近代アイヌのチャシについての見解で
(2) 

あるが、更科源政氏によれば，チャシは野獣の闘撃から身を守るためのものでもあったと考えられ，

またこの遺跡の四前に当ると考えられる時期に、 同じ米代川の河口附近で大和久震平氏によ って閲
い）

査さ れた全山チ1'シがある。
ぃ• I

a,l代が阻って桃山時代に至り．鹿角市小技指の七ツ館には指（サシ）の名が残っている。おそら

く「館」と呼ばれるようになったのは．この時代をさかのぼらない。

サシは即ちチャシであり．アイヌ琵である。このアイヌ狂,:,知旦真志保1日士によれば朝群店の

古窮であるサシ．またはチャシと関連する。アムール河々口に近いあたりで．アイヌ騒にと IJ入れ

られたものであろうか。したがってそれは．シペリアからウラルを伍えた地域に及ぷ文化圏に包含

されるものとして考えるのを妥当とする。

-36-



もしこの舘コが出土した江和1式 （後北式）土器や揉文土器と関連しているならば．チャシ状遺

構としては．全山チャシに次ぐもので，この地方としては古期にはじま った岱に類するものと言え

よう。

勿誌．全山チャシと片山の舘コは異るものがあるし．また辺南の fit」は．奥羽北半鵠のそれと

近似のものがはとんどすぺてで．近世アイヌのチャシ艮のものは少ない。このことも中々復雑な問

韮を含んでいるようである。

今後中段、空ii,土塁について発掘が進め1ふこの砦自身の歴史が明らかとなるであろう。掘立

往は物との関速性IJ,この発掘によってのみ確かめることができる。

（註I

(I) a桜井清彦 r速~u 資.¥l¥¥l、Jヽ誼の旧査J 考古学ジャーナル・No.62・1971

b桜井 清店・北枯八洲闊 rwr. 市内のIll文式土謡についてJ 北奥古代文化 ・;il2 -I} ·B/144 • 4 

(2) 払信による

(3) *~D久冨平 r罷11:i「全山チャシ全左帷告」・虐渠農材忘校報告・昭32

(3) 江上 汲夭 r館址』 夏京大学東洋文化研究所

(5) 河野広逼 r閑迂市史先史•~ft編 ・第 7 西チ r シコツJ 絹走市史 ・ 昭33 · 3

VI 総 括

第 1次片山舘コの発掘においては，秋田開北部地方でも比較的単純な構造をした，いわゆる「舘J

または「チャシJ状の遺構内の一部で，現在までに報告例のない小型の長方形ピッ,.m、方扱ピッ

ト群が発見され，その一部には、後北C2式土器片や初期擦文式土器，未知の鉄器などを出土した。

これら翌穴群のうち一部は，その構造や出土品から，他と時代を距てたものもあ り，宋銭｀固器，

炭化米，木器などを出土し，発掘地区内の一部で発見された角柱掘立往列の樟嬰物との関退も考え

られる。

これら時代の箕なる正膚した遺物は，遺物そのものが本県においても初見のものが多く．また竪

穴や掘立往l..tわとの関連性においても．速断を許さぬものがある。

一般に，後北Czー北大式期，土師一謀文式土器期， U含ー室町期．中世末期ないし江戸初期の 4

-5期にbたってこの舘コは伎用されたことになる。 その各時代文化の濃度については．今後の旧

査にまたねばならない。
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